
一般会計

特別会計

企業会計

総　　額

会計区分 予算額 対前年比

178億9,000万円

83億6,280万円

28億6,847万円

291億2,127万円

+3.8%

△5.3%

+3.7%

+1.0%

特
集

■
一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　
市
税
は
市
内
企
業
の
業
績
が
依
然

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、

３
年
に
１
度
の
固
定
資
産
税
評
価
替

え
が
重
な
り
、全
体
と
し
て
前
年
度
よ

り
３
千
１
百
32
万
円
減
少
す
る
見
込

み
で
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定

期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、合
併
特
例
の
終
了
を
見

据
え
た
財
政
運
営
を
前
提
と
し
て
前

年
度
水
準
と
同
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
国
庫
・
県
支
出
金
は
補
助
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
、前
年
度
よ
り
１
億

６
千
７
百
９
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
起
債
を
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、昨
年
度
か
ら
継
続
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園
の
建
て
替
え

や
、ひ
だ
宇
宙
科
学
館
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ

な
ど
未
来
の
観
光
振
興
に
繋
が
る
よ

う
な
施
設
整
備
に
重
点
配
分
す
る
と

と
も
に
、こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ド
事
業
に

加
え
、住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
等
の
ソ
フ
ト
事
業
に
も
活
用
し
、

市
債
全
体
で
は
前
年
度
よ
り
２
億
９

千
７
百
90
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
繰
入
金
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資

と
す
る
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
基
金
か

ら
の
繰
入
金
や
、老
朽
化
し
た
市
有
施

設
に
係
る
修
繕
に
充
て
る
た
め
に
新

た
に
設
置
す
る
公
共
施
設
管
理
基
金

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
、前
年
度
よ
り

３
千
６
百
94
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出
の
状
況

▽
総
務
費
（
前
年
比
＋
0.4
億
円
）

　
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
支
え
る
た
め
、
災
害
用
備
蓄

品
等
の
購
入
や
避
難
施
設
の

W
i
―
F
i
環
境
整
備
、
防
災
士
養

成
の
た
め
の
研
修
講
座
の
開
催
や
資

格
取
得
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ほ

か
、
市
内
公
共
駐
車
場
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
区
・
自
治
会
等

に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
地
域
防
犯
力

を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
ひ
だ
宇
宙
科
学
館
カ
ミ
オ

カ
ラ
ボ
、
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
た
流

葉
ド
ロ
ー
ン
パ
ー
ク
を
整
備
す
る
ほ

か
、
清
流
み
や
が
わ
鮎
や
河
合
地
歌

舞
伎
な
ど
の
自
然
・
伝
統
資
源
な

ど
、
地
域
の
自
慢
を
磨
き
上
げ
、
市

民
の
皆
様
の
誇
り
に
繋
げ
ま
す
。

▽
民
生
費
（
前
年
比
＋
5.2
億
円
）

　
全
て
の
人
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

夜
間
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
に
対
す
る

介
護
職
資
格
取
得
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
高
齢
者
へ
の
宅
配
型
買
い
物
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
弱
い
立
場
の

方
々
へ
の
支
援
を
行
う
市
民
の
皆
様

や
団
体
の
活
動
を
後
押
し
し
、
官
民

連
携
し
た
支
援
活
動
の
充
実
と
、
福

祉
意
識
の
浸
透
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
衛
生
費
（
前
年
比
△
0.5
億
円
）

　
市
民
の
皆
様
に
自
立
的
な
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
ま
め
と
く
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
拡
充
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
促

す
た
め
の
若
年
世
代
か
ら
の
減
塩
指

導
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
等
の
計
画
的
な
修
繕
を
行
い
、

市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
施
設
の
適

正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

▽
農
林
水
産
業
費（
前
年
比
+

1.3
億
円
）

　
農
業
従
事
者
の
確
保
対
策
と
し

て
、
新
た
に
中
高
年
の
帰
農
者
を
支

援
す
る
制
度
を
創
設
す
る
ほ
か
、
飛

騨
市
産
米
、
奥
飛
騨
山
之
村
寒
干
し

大
根
な
ど
、
振
興
作
物
の
定
着
を
推

進
し
、
意
欲
あ
る
農
業
者
へ
の
き
め

細
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
畜
産
業
で
は
、
飛
騨
地
域
の
重
要

な
産
品
で
あ
る
飛
騨
牛
の
生
産
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
「
（
仮
称
）
飛

騨
牛
研
修
・
繁
殖
セ
ン
タ
ー
」
を
産

官
の
連
携
に
よ
り
整
備
し
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
北
海
道
中
川
町
と
姉

妹
森
協
定
を
締
結
し
、
森
林
活
用
に

お
け
る
情
報
共
有
や
事
業
の
協
働
実

施
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
森
林
資

源
の
活
用
を
行
い
ま
す
。

▽
商
工
費
（
前
年
比
+

0.2
億
円
）

　
特
産
品
の
販
路
拡
大
の
た
め
、
も

の
づ
く
り
事
業
者
の
意
識
向
上
や
、

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援

す
る
ほ
か
、
外
国
人
技
能
実
習
生
雇

用
支
援
の
拡
充
や
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
起
業
支
援
、
企
業
自
ら
の
情

報
発
信
力
向
上
支
援
な
ど
、
企
業
の

人
材
確
保
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
観
光
分
野
で
は
、
ひ
だ
宇
宙
科
学

館
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
た
第
2
駐
車
場
整
備
や
飛
騨
ま
つ

り
会
館
の
展
示
装
飾
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
係
る
実
施
計
画
を
策
定
す
る
ほ

か
、
観
光
客
誘
導
看
板
の
新
設
や
多

言
語
化
、
池
ヶ
原
湿
原
遊
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
整
備
な
ど
、
訪
れ
る
全

て
の
方
に
優
し
い
観
光
地
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▽
土
木
費
（
前
年
比
+

1.2
億
円
）

　
移
住
定
住
促
進
の
一
環
と
し
て
、

住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
復
活
に
加
え
、
住
宅
新
築
・
購

入
助
成
制
度
は
年
齢
要
件
を
撤
廃
の

上
、
拡
充
す
る
ほ
か
、
弱
い
立
場
の

方
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
す
る
家
賃
補
助
付

き
民
間
住
宅
の
優
先
的
な
斡
旋
や
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
を
公
営
住
宅
並

み
の
家
賃
で
提
供
す
る
制
度
を
創
設

し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
の
生

活
を
支
え
る
道
路
の
新
設
改
良
や
橋

梁
の
長
寿
命
化
、
公
園
整
備
を
行
い

ま
す
。

▽
消
防
費
（
前
年
比
+

0.1
億
円
）

　
市
民
の
皆
様
の
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
消
防
団
ポ
ン
プ
車
１
台

及
び
可
搬
ポ
ン
プ
積
載
車
３
台
を
更

新
し
、
地
域
消
防
力
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
救
急
救
命
士
の
養
成
と
救

急
車
両
に
自
動
式
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
高
度
な
救
急

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

▽
教
育
費
（
前
年
比
△
0.5
億
円
）

　
家
庭
環
境
や
社
会
の
急
激
な
変
化

に
も
対
応
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す

る
た
め
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
12
年
間
を
通
じ
て
一
貫
性
の
あ

る
教
育
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
小

学
校
英
語
教
育
を
推
進
し
、
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
の
で
き
る
児
童
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
振
興
の
面
で
は
、
飛

騨
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
や
芸
術

分
野
の
発
掘
に
着
手
し
、
市
民
の
皆

様
の
新
た
な
誇
り
に
繋
げ
る
と
と
も

に
、
各
地
域
に
あ
る
特
色
あ
る
資
源

の
磨
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
平
成
30
年

度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
の
概
要
・
各
主
要
事

業
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●一般会計歳入

●当初予算の規模
■
予
算
の
特
徴

　
平
成
30
年
度
は
、こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た「
元
気
で
、あ
ん
き
な
、誇
り
の
持

て
る
ふ
る
さ
と
飛
騨
市
づ
く
り
」の
政

策
を
更
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
、こ
れ
ま
で
未
着
手
で
あ
っ
た
分
野

に
も
新
た
な
対
策
を
行
う
こ
と
と
し

て
、①
弱
い
立
場
の
方
や
暮
ら
し
に
困

難
を
抱
え
る
方
へ
の
支
援
、②
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
の
推
進
、③
市
民
の
安

全
安
心
の
基
本
で
あ
る
防
犯
力
・
防

災
力
の
強
化
と
体
制
整
備
、④
医
療
や

産
業
等
の
人
材
確
保
と
育
成
、⑤
文
学

や
芸
術
な
ど
地
域
の
自
慢
の
発
掘
と

磨
き
上
げ
、の
５
つ
を
最
重
要
項
目
に

位
置
づ
け
て
、市
民
の
皆
様
が
誇
り
を

も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

２

平成30年度 
一般会計　178億9,000万円

飛騨市の予算
 市議会３月定例会において、平成30年度当初予算が可決されました。一般会計及び特別会計、企業会計の総額は
291億2,127万円で、前年度当初予算と比較して２億8,331万円増（+1.0％）の積極型予算となっています。

予算額会計区分・会計名

 

●特別会計・企業会計予算の内訳

特別会計

公営企業会計

 国民健康保険
 後期高齢者医療
 介護保険
 公共下水道事業
 特定環境保全公共下水道事業
 農村下水道事業
 個別排水処理施設事業
 下水道汚泥処理事業
 駐車場事業
 情報施設
 給食費

 水道事業
 国民健康保険病院事業

83億6,280万円 
28億6,020万円 

3億9,070万円 
33億1,630万円 

9億6,900万円 
1億8,100万円 
3億2,200万円 

1,550万円 
1億6,800万円 

890万円 
9,440万円 
3,680万円 

28億6,847万円 
8億2,930万円 

20億3,917万円 

※増減率は、平成29年度当初予算との比較です



平成30年度
飛騨市の予算

特
集

■
一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　
市
税
は
市
内
企
業
の
業
績
が
依
然

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、

３
年
に
１
度
の
固
定
資
産
税
評
価
替

え
が
重
な
り
、全
体
と
し
て
前
年
度
よ

り
３
千
１
百
32
万
円
減
少
す
る
見
込

み
で
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定

期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、合
併
特
例
の
終
了
を
見

据
え
た
財
政
運
営
を
前
提
と
し
て
前

年
度
水
準
と
同
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計
上
し
ま
し
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。
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に
活
用
し
、前
年
度
よ
り
１
億

６
千
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。
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付
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す
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和
光
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の
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や
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だ
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来
の
観
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興
に
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よ

う
な
施
設
整
備
に
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点
配
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す
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と
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も
に
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ま
で
の
ハ
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ド
事
業
に

加
え
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宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
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ム
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に
も
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し
、
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は
前
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度
よ
り
２
億
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７
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90
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の
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。
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入
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と
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ら
の
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化
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に
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に
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に
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た
に
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の
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入
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ど
で
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６
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の
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す
。
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＋
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円
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の
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の
安
全
・
安
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な
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る
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用
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等
の
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i
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成
の
た
め
の
研
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の
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催
や
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格
取
得
に
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す
る
支
援
を
行
う
ほ

か
、
市
内
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共
駐
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場
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
区
・
自
治
会
等

に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
地
域
防
犯
力

を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
ひ
だ
宇
宙
科
学
館
カ
ミ
オ

カ
ラ
ボ
、
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
た
流

葉
ド
ロ
ー
ン
パ
ー
ク
を
整
備
す
る
ほ

か
、
清
流
み
や
が
わ
鮎
や
河
合
地
歌

舞
伎
な
ど
の
自
然
・
伝
統
資
源
な

ど
、
地
域
の
自
慢
を
磨
き
上
げ
、
市

民
の
皆
様
の
誇
り
に
繋
げ
ま
す
。

▽
民
生
費
（
前
年
比
＋
5.2
億
円
）

　
全
て
の
人
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

夜
間
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
に
対
す
る

介
護
職
資
格
取
得
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
高
齢
者
へ
の
宅
配
型
買
い
物
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
弱
い
立
場
の

方
々
へ
の
支
援
を
行
う
市
民
の
皆
様

や
団
体
の
活
動
を
後
押
し
し
、
官
民

連
携
し
た
支
援
活
動
の
充
実
と
、
福

祉
意
識
の
浸
透
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
衛
生
費
（
前
年
比
△
0.5
億
円
）

　
市
民
の
皆
様
に
自
立
的
な
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
ま
め
と
く
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
拡
充
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
促

す
た
め
の
若
年
世
代
か
ら
の
減
塩
指

導
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
等
の
計
画
的
な
修
繕
を
行
い
、

市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
施
設
の
適

正
な
管
理
を
行
い
ま
す
。

▽
農
林
水
産
業
費（
前
年
比
+
1.3
億
円
）

　
農
業
従
事
者
の
確
保
対
策
と
し

て
、
新
た
に
中
高
年
の
帰
農
者
を
支

援
す
る
制
度
を
創
設
す
る
ほ
か
、
飛

騨
市
産
米
、
奥
飛
騨
山
之
村
寒
干
し

大
根
な
ど
、
振
興
作
物
の
定
着
を
推

進
し
、
意
欲
あ
る
農
業
者
へ
の
き
め

細
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
畜
産
業
で
は
、
飛
騨
地
域
の
重
要

な
産
品
で
あ
る
飛
騨
牛
の
生
産
体
制

を
強
化
す
る
た
め
、
「
（
仮
称
）
飛

騨
牛
研
修
・
繁
殖
セ
ン
タ
ー
」
を
産

官
の
連
携
に
よ
り
整
備
し
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
北
海
道
中
川
町
と
姉

妹
森
協
定
を
締
結
し
、
森
林
活
用
に

お
け
る
情
報
共
有
や
事
業
の
協
働
実

施
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
森
林
資

源
の
活
用
を
行
い
ま
す
。

▽
商
工
費
（
前
年
比
+
0.2
億
円
）

　
特
産
品
の
販
路
拡
大
の
た
め
、
も

の
づ
く
り
事
業
者
の
意
識
向
上
や
、

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援

す
る
ほ
か
、
外
国
人
技
能
実
習
生
雇

用
支
援
の
拡
充
や
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
起
業
支
援
、
企
業
自
ら
の
情

報
発
信
力
向
上
支
援
な
ど
、
企
業
の

人
材
確
保
対
策
を
進
め
ま
す
。

　
観
光
分
野
で
は
、
ひ
だ
宇
宙
科
学

館
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
た
第
2
駐
車
場
整
備
や
飛
騨
ま
つ

り
会
館
の
展
示
装
飾
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
係
る
実
施
計
画
を
策
定
す
る
ほ

か
、
観
光
客
誘
導
看
板
の
新
設
や
多

言
語
化
、
池
ヶ
原
湿
原
遊
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
整
備
な
ど
、
訪
れ
る
全

て
の
方
に
優
し
い
観
光
地
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▽
土
木
費
（
前
年
比
+
1.2
億
円
）

　
移
住
定
住
促
進
の
一
環
と
し
て
、

住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
復
活
に
加
え
、
住
宅
新
築
・
購

入
助
成
制
度
は
年
齢
要
件
を
撤
廃
の

上
、
拡
充
す
る
ほ
か
、
弱
い
立
場
の

方
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
ひ

と
り
親
家
庭
に
対
す
る
家
賃
補
助
付

き
民
間
住
宅
の
優
先
的
な
斡
旋
や
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
を
公
営
住
宅
並

み
の
家
賃
で
提
供
す
る
制
度
を
創
設

し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
の
生

活
を
支
え
る
道
路
の
新
設
改
良
や
橋

梁
の
長
寿
命
化
、
公
園
整
備
を
行
い

ま
す
。

▽
消
防
費
（
前
年
比
+
0.1
億
円
）

　
市
民
の
皆
様
の
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
消
防
団
ポ
ン
プ
車
１
台

及
び
可
搬
ポ
ン
プ
積
載
車
３
台
を
更

新
し
、
地
域
消
防
力
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
救
急
救
命
士
の
養
成
と
救

急
車
両
に
自
動
式
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
高
度
な
救
急

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

▽
教
育
費
（
前
年
比
△
0.5
億
円
）

　
家
庭
環
境
や
社
会
の
急
激
な
変
化

に
も
対
応
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す

る
た
め
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
12
年
間
を
通
じ
て
一
貫
性
の
あ

る
教
育
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
小

学
校
英
語
教
育
を
推
進
し
、
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
の
で
き
る
児
童
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
振
興
の
面
で
は
、
飛

騨
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
や
芸
術

分
野
の
発
掘
に
着
手
し
、
市
民
の
皆

様
の
新
た
な
誇
り
に
繋
げ
る
と
と
も

に
、
各
地
域
に
あ
る
特
色
あ
る
資
源

の
磨
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
平
成
30
年

度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
の
概
要
・
各
主
要
事

業
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●一般会計歳出（目的別）

●一般会計歳出（性質別）

３ 2018年４月号

財政課 0577-62-8903

題
ろいろい

話のちま
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見田さん（左）と都竹市長

第１号の入校生を激励しました
３月14日（水）　市長室

連携協定の活用で若手介護人材を育成

　４月からサンビレッジ国際医療福祉学校に入校を予定し
ている吉城高校３年生の見田佑斗さんの激励が市長室で
行われました。
　これは、昨年７月に締結した同校と地域若手介護人材育
成連携協定のひとつで、市からは進学決定時に入学準備金
として奨励金が贈られます。
　都竹市長は「介護をする方は足らないので、ぜひがんばっ
て地元に帰ってきて活躍してください」と激励しました。見
田くんは「サンビレッジ人材育成制度の第１号として恥じな
いように、地元で活躍できるよう頑張ってきたい」と話して
くれました。

認定された伝承作物や認定証を持つ委員の皆さん

飛騨市伝承作物認定発表会が行われました
３月９日（金）　市役所

飛越交流美術展が10周年

　飛騨市伝承作物認定発表会が行われ、「白たまご（神岡
町）」「種蔵紅かぶ（宮川町）」「臼坂かぶら（河合町）」「船
津かぶら（神岡町）」の４品目が伝承作物として初めて認定
されました。
　この制度は、市内で古くから栽培されている作物を「飛騨
市伝承作物」として認定し、地域の特色ある作物の風味や歴
史などを伝え、情報発信をしながら、地産地消や地域振興
につなげようと平成29年度からスタートしました。
　発表会では、栽培者に認定証が市長から手渡されたほ
か、伝承作物を使った料理の試食会も行われました。

誰もが豊かに生活できる町づくりを目指す
３月13日（火）　飛騨市図書館

ワーキングウーマンミーティング2018

託児も行われた講演の様子

　飛騨市図書館で「ワーキングウーマンミーティング2018」
が行われ、市内の女性14人が参加しました。
　市では「第２次飛騨市男女共同参画基本計画」を策定し、
男女がともに働きやすく、豊かな生活を送ることができる町
づくりを目指し、様々な事業を行っています。
　今回は、働いている女性や子育て中のお母さんを対象に、
ＮＰＯ法人あゆみだした女性と子どもの会の廣瀬直美理事
長を講師に招き、アンガー（イライラ、怒りの感情）をマネジ
メント（上手に付き合う）するための方法などを学びました。
また、怒りの自己分析を行いグラフを作るなどのワーク
ショップも行われました。

感謝状を手にする大原理事長（左）と都竹市長

安望藤園を寄付していただきました
３月16日（金）　市役所

利用促進や市民の健康増進につなげる

　飛騨信用組合から飛騨市へ、古川町上気多の安望藤園を
寄贈していただきました。
　寄付していただく物件は藤園一式（土地等を含む）です。
古くから市民の皆さんに親しまれてきた民間の藤園は、平成
26年度の豪雪で甚大な被害を受けました。その後、同組合
が取得し、修復・整備が図られ、見事に復活していただきま
した。
　セレモニーでは大原誠理事長から都竹市長へ目録が手渡
された後、大原理事長へ感謝状を贈呈しました。
　都竹市長は「皆さんに喜んでいただけるよう、長く活用し
ていきたい」とお礼を述べました。
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主
平成30年度の

主な事業の概要と
予算額を紹介します

要 事 業

 ●総務部 

 ●市民福祉部

 ●農林部 

 ●企画部

防犯カメラの設置及び購入の助成………………478万円
不審車両等を監視するため、市内主要箇所に防犯カメラを設
置します。また、区・自治会等が防犯カメラを設置する際に助
成を行います。

防災士の育成拡大の推進………………………284万円
飛騨市において防災士取得のための研修講座を独自開催する
とともに、飛騨市防災士会（仮称）を立ち上げ、組織的活動の
基盤を作ります。

「ひだ宇宙科学館 カミオカラボ」の整備…2億5,726万円
施設の整備を継続して行うとともに、ＰＲを効果的に行えるよ
う、ウェブサイトを製作し情報発信を行うなど、平成31年4月の
オープンに向けた準備を行います。

飛騨流葉ドローンの推進プロジェクト…………150万円
流葉スキー場を、ドローンを自由に飛ばせる「飛騨流葉ドローン
パーク」として整備し、併せて体験会等を開催します。

「清流みやがわ鮎」の知名度向上………………496万円
清流みやがわで育った鮎の知名度向上のため、釣り客が快適
に滞在できる環境の整備や、富山での販路拡大のためのイベ
ントを開催します。

河合地歌舞伎の伝承支援…………………………91万円
より良い環境で伝承活動が継続できるように、地歌舞伎用舞台
等の整備（舞台、花道、照明）について助成をおこないます。

食事付き夜間の子どもの居場所づくり………286万円
夜間をひとりで過ごす子どもたちを地域で支援するため、食事
や学習、団らんなどを通して安心して過ごすことができる「子
どもの居場所づくり」を実施します。

日用生活用品の買い物おたすけ便………………90万円
日用生活用品を市内全域に配達するサービスを買い物弱者が
利用される場合に、市が配達料の一部を助成する「宅配型」
の買い物支援事業を創設します。

富山大学と連携した
「飛騨市健康まちづくりマイスター」の養成……190万円
地域の健康づくりに資する市民活動を創出する中核的人材
「飛騨市健康まちづくりマイスター」養成講座を飛騨市で開催
し、市民レベルのリーダー育成を推進します。

次世代の生活習慣病予防の推進…………………661万円
生活習慣の基礎ができる乳幼児期と、一人暮らしが始まる前
の青年期前半を重点世代として、高血圧を予防するための減
塩指導を推進します。

在宅医療推進のための地域看護体制の充実………44万円
飛騨市内の看護師が交流し連携を強化する機会を創出すると
ともに、潜在的有資格者を発掘します。

外国人介護人材の受入支援………………………43万円
外国人介護人材の受け入れに係る現地面接の渡航費用や日本
語研修などの事業所負担を軽減します。

（仮称）飛騨牛研修・繁殖センター開設の支援…1,140万円
県・市・農業協同組合の連携で、研修・繁殖センターを市内に
整備し、新規就農者の育成と繁殖雌牛増頭による地域内生産
体制の強化を図ります。

森林活用推進自治体との「姉妹森」連携……178万円
北海道中川町と、森林活用に関するノウハウ共有や事業の共
同実施に関する姉妹森協定を締結し、関係者の相互交流や首
都圏での共同フェアを開催します。

中高年新規就農者の支援…………………………200万円
新規で農業を始める中高年の帰農者に、農機具や施設等の導
入費用の一部助成と、就農時の生活安定のための給付金を交
付します。
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 特
集

５ 2018年４月号

  ●基盤整備部

平成30年度
飛騨市の予算

 ●商工観光部

 ●消防本部

 ●環境水道部

 ●飛騨市民病院

 ●教育委員会 

総合政策課 0577-73-6558

外国人技能実習生の雇用支援…………………329万円
アパート等を社宅として借上げ、住居確保する事業者への家賃
補助や、現地面接にかかる渡航費用の一部を新たに助成対象
とし、人材確保につなげます。

ものづくり事業者の育成………………………200万円
バイヤー等を講師とした勉強会によるものづくり事業者の意
識改革を図るとともに、首都圏でのマーケティング販売を実施
し、商品のブラッシュアップを図ります。

飛騨古川まつり会館リニューアル実施計画の策定…600万円
古川まつりの魅力をわかりやすく説明できるよう、照明やパネ
ル、展示など館全体のリニューアルや、説明の多言語化、バリ
アフリー化などの計画を策定します。

地域消防力の強化……………………………4,521万円
実践的な消防訓練を新たに実施し、あわせて消防設備・車両
の充実を図ることで地域消防力を強化します。また、子どもの
頃から命の大切さを学ぶ事業も行います。

救急活動体制の強化…………………………1,517万円
気管挿管、薬剤投与、処置拡大を行える認定救急救命士の養
成に加え、新たに自動式心臓マッサージシステムを各署に装
備します。

路上喫煙禁止地区の指定…………………………31万円
古川町壱之町、瀬戸川通りを中心としたエリアにおいて、たば
このポイ捨てや火災、やけどや煙による迷惑防止を目的とした
路上喫煙規制を実施します。

石綿管交換による水の安定供給………………3,891万円
市内に一部残っている石綿管について、管の破損事故により市
民生活に与える影響が大きい幹線導水管を優先し、順次水道
管の更新を行います。

上水道施設整備計画・飛騨市水道ビジョンの策定…1,000万円
持続可能な上水道事業の実現を目的に、具体的で実践的な更
新計画を策定し、今後の効率的な施設更新を図ります。

総合的な下水道地震対策の推進………………2,044万円
古川浄化センターや下水道管路の耐震補強計画や、避難所指
定されている市有施設等での被災時のマンホールトイレシス
テムの計画を策定します。  

患者と家族を支える「里山ナース」の育成……100万円
病院の枠を超えた連携により地域包括ケアを推進する「里山
ナース」を市民病院看護師の中から認定し、看護師の意識向
上と人材の確保・育成を図ります。

荒垣秀雄氏の功績顕彰……………………………132万円
朝日新聞の「天声人語」を担当し、飛騨市名誉市民、東京都名
誉都民である氏の功績をたたえた石碑の建立と、除幕イベン
ト等の支援をおこないます。

「飛騨の糸引き工女」の史実調査・研究………496万円
信州の製糸産業に貢献した「飛騨の糸引き工女」にスポットを
当て、岡谷市等との連携手法の構築や史実に基づく調査･研究
を実施します。

保小中連携教育の推進……………………………30万円
保小中の12年間を見通した、系統性・連続性を踏まえた一貫
性のある指導を具現し、個に徹した指導の充実や不登校児童
生徒の未然防止を図ります。

住宅性能向上を目的としたリフォーム補助金の創設…8,250万円
市内に居住している個人の住宅において、省エネや安全性など
住宅性能が向上するリフォームを支援し、あんきで暮らしやす
い住まいづくりを推進します。

ひとり親家庭への住宅支援………………………120万円
住宅に困窮しているひとり親家庭へ、優先的に市営住宅や助
成支援付き民間住宅を斡旋し、安心して子育てができる環境
を整えます。


